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令和４年度長久手市児童館運営委員会

会議録

１ 議題

⑴ 令和４年度の児童館運営について

事務局：令和４年度長久手市児童館事業について、資料に基づいて説明

児童館まつりは、各児童館で日程を決めて、１０月中旬から１１中旬に実施した。

各児童館で２～６日間開催し、トータル１９３４名の児童と保護者が参加。

コロナ禍以前ほどではないが、昨年と比較すると参加人数はかなり増えた。

継続児童館事業について

幼児のじかんについて、昨年度までは「幼児教室」という名称だったが、より気楽に遊

びや工作に参加してほしいという思いから、今年度から「幼児のじかん」とした。

昨年同様月２回開催し、各月１回参加可能とした。

児童館まつりと同様、参加人数はコロナ禍以前に近い水準に回復してきている。

児童館昼食場所利用について

昼食時間に留守家庭となる市内在住の小学生が対象で、利用児童館への事前予約が必要。

児童館下校について

開催日時 令和５年３月１６日（木曜日）午後２時から午後３時

開催場所 会議室棟 会議室Ｇ

出席者氏名

（敬称略）

委員長 長江 憲治

職務代理者 中野 久美代

委員 細萱 健一

委員 見田 喜久夫

委員 福岡 孝和

委員 水野 由香

委員 山本 澄世

事務局

子ども部次長兼子ども未来課長 飯島 淳

同児童館長 加藤 雄一

同課長補佐兼児童係長 柴田 浩善

同児童係主事 中根 里沙

欠席者氏名

（敬称略）

委員 青山 総子

委員 寺添 眞弓

審議の概要 令和４年度の児童館運営について

その他

公開・非公開の別 公開

傍聴者人数 なし

問合先 子ども未来課 電話：０５６１－５６－０６１６
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令和４年度は長久手南児童館で実施。

学校登校日のみの運営で、実際の利用者数は１日に０～２人ほどだった。

令和５年度については、長久手北児童館と市が洞児童館で実施する。

地域の人材による児童館活動について

今年度もネイチャー探検隊を実施。

今年度は１５名の登録があり、来年度も引き続き実施する予定である。

観劇会について

小学生向けに「さんさん劇場」による「びんぼう神と福の神」「わ・わ・わ・わ わっ

しょい！！」、幼児向けに「劇団むう」による「グ～グ～ポン！」を観劇会として実施。

児童館の入館制限について

今年度から、市外の方も入館可能とした。

人数制限については、各児童館の施設の大きさなどに応じて検討。

マスクの着用については、３月１３日からは来館者は個人の判断に任せるが、職員につ

いては引き続き着用を継続していく。

今後、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、さらなる緩和措置があった場合は、

都度周知していく。

委 員： 令和元年度と今年度の入館者数を比較すると、ほとんどの児童館が減少している中、上

郷児童館と長久手北児童館は増加しているが、これはなぜか。

事務局： 上郷児童館については令和３年度に、長久手北児童館については令和２年度に現在の場

所へ移設したため、施設が新しく広くなったことが理由だと思われる。

委 員： 長久手西児童館の駐車場について、現在敷地内には１台ほどしか停めることができない

が、さらに駐車場を確保することはできないか。

事務局： 長久手西児童館では、放課後児童クラブも実施しているため、特にお迎えについて近所

の方からも意見をいただくことがある。児童館前にある花壇をなくし駐車場を作ること

は、花壇の部分がスロープになっているため難しい。現在は、近隣の貸駐車場を探しな

がらの運営となっており、今後の検討課題である。

委 員： 児童館下校について、今年度は長久手南児童館で実施していたが、来年度は長久手北児

童館と市が洞児童館で実施となったのはなぜか。

事務局： 児童館下校の実施については、放課後児童クラブの待機児童が関係している。今年度は、

南児童クラブにて待機児童が多数出たため、長久手南児童館で実施したが、令和５年度

は、北小校区と市が洞校区の児童クラブで待機児童が多数出たため、その校区にある児

童館で実施することとなった。

委 員： 児童館下校を利用する児童は、どのように学校から児童館へ行くのか。

事務局： ４月のみ児童館の職員が学校へ迎えに行くが、基本的には各自児童館下校の分団で児童

館まで来ることとしている。下校については、参加児童決定後、各学校へ依頼すること

となっている。

委 員： ネイチャー探検隊について、隊員募集を年度初めに行うようだが、どのように募集をす

るのか。

事務局： まずは、児童館だより、きずなネットアプリ、市ＨＰに掲載予定である。児童館だより

については、各小学校へ配布する。参加を希望する場合は、４月中頃に青少年児童セン
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ターにて申込みをしてもらう。

委 員： 児童館活動について、かなり幅広く対応しており、すばらしい取り組みであると思う。

引き続き、進めていってほしい。

委 員： では、その他事務局からありますか。

事務局： ３月２５日にイオンモールにて開催される「第２回まざって長久手フェスタ」で、児童

館職員が児童館の紹介と遊びの実演を行う。興味があれば、参加していただきたい。


